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研究成果の概要（和文）：研究代表者らは、大学生が身につけるべき能力として問題分析能力に着目し、高い能
力を持つ個人に匹敵する集団的知性を仮定した。まず、集団的知性の形成の基盤となる「情報分別・編集」、お
よび「類推に基づく問題分析」の2つの行動ルールを定めた。次に、商品企画を行うプロジェクト学習において4
人1組の数グループに2つの行動ルールを適用することにより、グループ活動による成果物が質的に高く均質化す
る傾向を示すことを明らかにした。この結果からルールの有効性を検証できた。また、ルールの適用範囲を文章
作成領域に広げ、個々人の情報分別・編集の能力を集団的知性によって定量的に評価することが可能であること
を示した。

研究成果の概要（英文）：We focused on problem analysis as a university student's ability to learn, 
and assumed collective intelligence comparable to highly capable individuals. First, we defined two 
action rules,“information classification and editing” and “problem analysis based on analogy”, 
which form the basis of the formation of collective intelligence. Next, by applying the action rules
 to several groups of 4 people in Project Based Learning for product planning, the deliverables of 
group activities tended to be qualitatively high and homogeneous. From this result, the validity of 
the rules was verified. In addition, as a result of extending the application scope of the rules to 
the teaching of writing, we showed it was possible to quantitatively evaluate the ability of 
individual's information classification and editing by collective intelligence.

研究分野：科学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義については、グループ学習における暗黙的な部分を評価ツールによって要素分解して可視化したこと
により、評価データに基づいた教授方法の発展に寄与する。特に、適用試験を行った1分野である文章作成支援
において、簡易な手続きによって能力評価が可能となったことから、波及が見込める。
社会的意義については、教育実践の場において様々なグループ学習への適用が可能となる。集団的知性による評
価結果を集団内の個々人にフィードバックすることによる気づきは、大学生のみならず、小学生から高校生、お
よび社会人の問題解決能力の向上に有効と考えられる。










